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４．議題 

（１）SIP第３期課題概要報告（意見交換）（※公開議題）

（２）SIP第３期課題概要報告（意見交換）（※非公開議題）

（３）BRIDGE評価ワーキンググループ運営要領の制定について（決定）（※非公開議題）
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５．配布資料 

資料１-１ 課題概要等報告（マテリアル事業化イノベーション・育成エコシステムの 

構築）※公開部分 

資料１-２ 課題概要等報告（マテリアル事業化イノベーション・育成エコシステムの 

構築）※非公開部分 

資料２   BRIDGE評価ワーキンググループ運営要領 

参考１   BRIDGE評価ワーキンググループの位置づけ 

参考２   BRIDGE評価ワーキンググループ委員名簿（案） 

参考３   研究開発とSociety 5.0との橋渡しプログラム運用指針 

 

６．非公開理由（議題（２）、（３）） 

  議題（２）及び（３）は非公開情報を用いた議論を含むため、非公開とした。 

 

７．議事 

（１）SIP第３期「マテリアル事業化イノベーション・育成システムの構築」に関して課題の

ビジョンやその設定背景、実施内容及び成果の社会実装等について意見交換を実施した。 

（２）SIP第３期「マテリアル事業化イノベーション・育成システムの構築」に関して課題の

社会実装像や知財戦略等について意見交換を実施した。 

（３）BRIDGE評価ワーキンググループ運営要領の制定について議論し、承認された。 
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８．議事概要（議題（１）の公開議題のみ） 

午前１０時００分 開会 

○岩渕参事官 それでは、定刻となりましたので、開会いたします。 

 本日はオンライン  で菅議員が御出席、伊藤議員、光石議員は御欠席というように伺って

おります。 

 それでは、最初の議題、ガバニングボードＳＩＰ第３期課題概要報告ということで、鈴木座

長の進行でお願いいたします。 

○鈴木議員 ありがとうございます。 

 それでは、ただいまから１４０回ガバニングボードを開催いたします。 

 本日の議題はお配りしております議事次第のとおり、議題（１）については公開で、また、

議題（２）については非公開で意見交換を行います。また、議題（３）については非公開で審

議を行います。 

 資料はガバニングボード終了後、内閣府のホームページに非公開資料を除き公開しますので、

御承知おきください。 

 それでは、議題（１）、（２）のＳＩＰ第３期課題概要報告を行います。 

 本議題は各課題の現在の進捗についてＰＤから御説明いただくことに加え、年度末に行う中

間評価を意識した社会実装計画についてＰＤから御報告いただき、意見交換を行います。この

うち社会実装計画の御報告、意見交換については非公開となります。 

 本日は、マテリアル事業化イノベーション・育成エコシステムの構築について、木場ＰＤに

御出席いただいております。 

 それでは、まず議題（１）として木場ＰＤから現在の進捗について御説明をお願いします。

よろしくお願いします。 

○木場ＰＤ マテリアル課題を担当しておりますＰＤの木場でございます。本日はお忙しいと

ころお時間を頂きまして、ありがとうございます。 

 まず冒頭、最初に私の方から課題の改めて概要について、初めての方もいらっしゃるかと思

いますので、もう既に何回かお聞きになられている先生方もいらっしゃると思いますが、改め

て課題の内容、背景について御説明を差し上げられればというように思っております。 

 ページをおめくりいただきまして、通し番号の５ページでございますが、簡単に背景から入

らさせていただきます。 

 もともと私の本業でありますベンチャーキャピタルがありますユニバーサルマテリアルズイ
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ンキュベーターという会社なんですが、もともと産業革新機構という官民ファンド出身でござ

いまして、この官民ファンドの産業革新機構は２０２５年３月をもって役目を終了いたしまし

て、今最後の銘柄も全部もう売り切るというようなところで、無事活動が終了いたしました。 

 そのときから、今から１０年ほど前からずっと課題感として感じておりましたのが我が国の

マテリアル産業の研究開発効率でございまして、こちらの通し番号００５番のチャートは横軸

が企業の売上げ、縦軸が過去を掛けたＲ＆Ｄ品に対してどれだけ営業利益が出ているかという

ような倍率でございます。こちらが一向に伸びないというのが低い上に伸びないというような

状態が続いているというのがずっと課題として感じておりまして、これを何とかできないかと

いうことで、もういっそ大企業ではなく新しいスタートアップ、ＧＤＰインパクトのある大き

いスタートアップをつくった方がいいのではないかというのがもともとこのＳＩＰの仮説でご

ざいます。 

 ページをおめくりいただきまして、通し番号００６番でございますが、これは少し古いデー

タで恐縮でございますが、昨今ユニコーンは日本でも多く増えてきております。その中でマテ

リアルの分野、今いわゆるディープテックと呼ばれる分野まで広げるともっと実は広がるんで

すが、特にマテリアルの分野でも実はこのユニコーンというのは非常に多く増えてきておりま

して、この１０位の中でも既に二つ入っているというようなところでございます。 

 ただ一方で、ユニコーンは企業価値だけでございますので、そもそもＧＤＰインパクトを与

えるような大きな事業に本当にし得るかどうかというような論点もございますし、次のページ

をおめくりいただきまして、我が国のユニコーンも非常にＧＤＰのインパクトから考えるとか

なり小さいというのが現状でございます。これに関しては、既に文科省様や経産省様が様々な

施策を通じてスタートアップをたくさん生むというところからいかにＧＤＰインパクトを大き

く影響するユニコーンを生んでいくかというところに今政策上もシフトしてきているというと

ころではございますが、特にマテリアルこそ可能性があるのではないかというように考えてい

るというのがもともとのこの課題の背景でございます。 

 続きまして、００８でございますが、それゆえにマテリアルユニコーンを育成する基盤をつ

くろうと、そういうエコシステムをつくろうというのが本課題の趣旨でございます。ミッショ

ンとしていろいろ書いておりますが、もともとの狙いとしてはいかにマテリアル産業のＧＤＰ

を上げ、世界的なインパクトを与えるような産業に再びしていくかというのがもともとの主で

ございます。これをデータ駆動でいかに加速させるかというのが今回のポイントになっており

ます。 
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 この後御説明差し上げますが、実は我が国のマテリアルに関連するデータ関連の基盤という

のは非常に優れておりまして、いまだにこのプログラムを始めてＦＳからもう既に４年目がた

っておりますが、いまだに日本が一番優れているというように我々は考えています。定期的に

モニターをしておりますが、国としてここまでやっているというような事例はほかにございま

せん。これをうまく活用することで、いかにユニコーン化を創出しているか、ユニコーンを創

出していくかというようなことで具体の取組として第３期ＳＩＰにおいては、いかに最初のバ

リューを上げるか、そして、時価総額１，０００億円以上になるシナリオをバックキャスティ

ングで考えるか、これをいかにプラットフォーム化するかというところを取組として掲げてお

ります。 

 ９ページが３年前にやらさせていただきましたフィージビリティスタディに基づきまして、

取組の仮説として掲げさせていただいているものでございます。ユニコーン化する上では全部

で五つの打ち手が必要だというように考えております。大きく分けると、最初の一歩、そして、

加速する環境が肝要であるというように考えております。 

 最初の一歩は、ユニコーンになるというのを実は政府サイドとしても実はベンチャーキャピ

タルサイトとしても、正直このプログラムをやっていて本当に思うんですが、ユニコーンにな

るというモチベーションが微妙に低いというか、大きくなるというのをそもそも考えていない

スタートアップというのがとても多くて、そんなのでやってどうするんだと。ＧＤＰにインパ

クトを与えるぐらいの大きな夢のある事業をやらないと海外からお金を引っ張ってこられない

ぞというのをやる必要があるというように思っていまして、そのような啓もう活動も含め、い

かに発射台を上げるか、これをやるためにいかにビッグテーマを目指し、バックキャスティン

グでアプローチをするか。そして、加速する環境としてデータ駆動開発やソフトインフラ、人

材を育てていこうということを今考えているというような次第でございます。これをもって情

報発信やネットワーキングによりリスクマネーの供給量の増加につなげていきたいというよう

に考えているというところでございます。 

 通し番号０１０でございますが、マテリアル産業はディープテック産業一般的に言えること

でございますが、特に時間がかかります。なおかつスケールアップにも非常に金がかかるとい

うようなところがポイントとしてございます。時間がかかるし、金がかかるからこそ２０年か

ら３０年後の必ずやってくるマクロトレンドというのを踏まえた上で、バックキャスティング

でステージ１、ステージ２からアプローチをするべきであると。これをより加速するためにデ

ータ駆動開発をうまく活用して、いかに確実性を上げていくか、このチャレンジが今ＳＩＰの
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マテリアル課題でやっているという話でございます。 

 ０１１以降は参考までの情報でございますが、マテリアル産業でユニコーンというのはどう

いったイメージかと申しますと、残念ながらこの産業はキャッシュフローが生まれないと株式

市場で評価されないというようなところもございまして、ＧＤＰインパクトという観点で申し

上げますと、キャッシュフローをそもそも生まなきゃ意味がないというようなところもござい

ますので、これは真っ当な評価かなというように私は考えておる次第なんですが、最低ユニコ

ーン１，０００億以上になるためには、一般的に売上げで二、三百億円以上にならない限りは

無理だというように我々は考えております。 

 この二、三百億円以上の事業というのは、実マテリアル産業が大企業で大体一つ当たり新規

事業で一つのドメインとしてつくるというように上から指示される規模と同じでございまして、

要はユニコーンをつくるというのは、大企業において同じように新規事業をつくることと全く

同じであるというように考えておりまして、そういった啓もう活動も大企業の方に我々は積極

的にやっている次第でございます。 

 一方で、この二、三百億円の事業というのは非常に大きい規模でございまして、スケールア

ップが必要な素材や化学、ディープテックにおいては大体年間売上げ規模の１．５倍ぐらいの

資金が必要になってまいります。すなわち売上げに、三百億円の事業ですと、大体三、四百億

円ぐらいの資金が必要になってまいります。 

 通し番号０１２は資金調達のシナリオをイメージしているところなのでございますが、これ

は相当うまくいったケースで資金調達のシナリオをバリエーションとともに記載しております

が、これですら２００億円しか集められません。なので、これは何が言いたいかと申しますと、

最初のシードからシリーズＡでいかに企業価値を上げ、いかにここで大きな資金調達をし、更

にその後で大きな資金調達につなげていくかというところが極めて重要でございます。それゆ

えＳＩＰでは、まずこの最初のファーストステップ、カンパニークリエーションの段階からい

かにバリエーションを上げていくかというようなところが重要だというように考えている次第

でございます。 

 通し番号０１３はその証左でございまして、これは一般的なディープテック、特にマテリア

ル系のスタートアップのバリエーションのイメージなのでございますが、大体アメリカの半分

から３分の１ぐらいでございます。これはヨーロッパや中国とも同じような水準感でございま

す。非常に低いというような状況でございます。この最初の一歩の実現というのが本ＳＩＰ課

題における一番大きなミッションの一つであるというように考えています。 
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 その中でキーとなるのが０１４、０１５にございます通りデータ駆動開発による大幅加速と

いうところかと思っております。こちらは第１期、第２期のマテリアル課題で、マテリアル開

発をＡＩ化も含めて大幅に加速するという事例というのが実はもう既に日本の基盤ででき始め

ております。これは今様々な金属材料でございますが、０１５は産総研さんが進められた超超

プロジェクトという経産省のプロジェクトで進めましたプラスチック、有機物における事例、

いずれもかなりインフォマティクス、ＡＩ等を活用することによって大幅に実験の工数を削減

し、加速するというような事例が出てきております。 

 実際０１６は、ちょっとこの会社はその後で企業価値が下がったり買収されてしまったんで

すが、アメリカの合成生物学のベンチャーにおいてはデジタルでやるというのは一般的でござ

いまして、データ駆動でいかにものづくりを加速させていくかというようなところは非常にキ

ーワードであるというように考えております。 

 一方で、このデータ駆動というのは割とマテリアル産業でも一般化されつつあるんですが、

いかんせんデータを集めることに主がいったりですとか、データ駆動でやることが目的化して

しまうというようなケースが多くて、データ駆動開発ＡＩというのは我々は手段にしかすぎな

いというように思っております。それゆえ０１７では、いかにスタートアップが大きく育つか

という観点で用途特化型アプリというように定義しておりますが、狙う市場を解決する社会課

題から定義し、どのような顧客がいて、この顧客に対してどのような提供価値があるか、そし

て、この提供価値に対してスタートアップがどのようなビジネスモデルを提供し、このビジネ

スモデルに必要な能力は一体何なのか、この能力のどこの部分をデジタル化すると加速化でき

るかというところを定義して、ここをデジタル化、ＡＩ化しようという考え方で今進めており

ます。 

 ここで重要なのが国のデータ基盤でございます。様々なデータ基盤を全部使うというよりか

は、使えそうなものをチェリーピックしていくというようなイメージでございます。ですので、

どちらかというと、それぞれのデータ基盤をうまく使うことができるというつなぎ込みの方で

ございます。そちらの方が割と重要というようなところでございます。 

 通し番号０１８にもございますとおり、我が国のデータ駆動開発基盤というのはデータの共

有範囲を見ても、フィジカル・サイバーの空間で見ても非常に幅広く、満遍なく、しかも、国

の機関として持っていると。これはグローバルでも本当にない事例でございまして、主要なも

のだけでも４７拠点、主要なものじゃない細かいものを含めると１００拠点以上ございまして、

これをうまく使っていけないか。 
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 加えて通し番号０１９でございますが、これは文科省さんの事業で１０年以上かけられて構

築されたナノテクノロジープラットフォームという日本中どこでも分析評価をすると、それが

全部デジタルでつながっていて、データもクレンジングされてＮＩＭＳにデータが集まるとい

う非常にすばらしい仕組みでございまして、これがあると日本全体が一つのエコシステムのよ

うになると。これを使わない手はないということで、通し番号０２０でございますが、ユニコ

ーン育成のためのデータ中核プラットフォームということでサブ課題Ｂとして、いかにこのユ

ニコーンを育成するかというチームを組成いたしまして、中核拠点、今これはＮＩＭＳと産総

研にやっていただいていますが、このＮＩＭＳ、産総研が中核となって核アカデミアのデータ

プラットフォームをうまく活用してスタートアップが使いやすいソフトウエアをつくっていこ

うということを今進めている次第でございます。 

 １９ページでございますが、個別具体にはこのようなイメージでございます。スタートアッ

プと顧客がコミュニケーションしている課題の解決に対して、どのような要求性能を定義する

か、そこに対してスタートアップの右側の四角で囲ってあるところが中核基盤の仕事になって

くるんですが、これをサイバー空間及びデータ検証のフィジカル空間、この両方によってデー

タ検証を行い、用途特化型アプリの開発を加速していこうというのを今実際に実例を通じて進

めているというようなところでございます。 

 このようなスタートアップの創出を加速するという環境においては、データ駆動開発という

技術開発面だけでは足りません。通し番号２２ページにもございますとおり事業化支援という

のも非常に重要になっております。様々にこれまで文科省様の御支援もあり、各大学がそれぞ

れ事業化支援部門というのを持ちつつありますが、正直我々のような目から見ると、まだまだ

全然足りないというようなところがございます。そもそも知見がない中でとにかくやれみたい

な感じになっているので、何もなくてやったことない人にやれというのはすごく厳しいんじゃ

ないかという感じがしていて、それを一から全部指導するみたいな形で一緒に定義をして、こ

の第１形態から第６形態というスタートアップの発展形態に合わせて事業化支援基盤、これは

各大学のアカデミアの事業化支援部門でございます。これがどのような支援をすべきかという

のを定義いたしまして、この知見を構築し、いかにユニコーン化するかというのを前提に手法

を検討していこうということを今はやっております。 

 それゆえ通し番号２３番でございますが、課題構成としては全部で三つございます。目的は

エコシステムを構築するという話ですので、先ほどの事業化支援も含めたいかにエコシステム

をつくるかというソフトインフラ、これを整備するというのを一丁目一番地としてサブ課題Ａ
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というように置いております。一方で、これらはやはり理想論ではなく実例を通してやるべき

だというように考えておりまして、いかにユニコーンをつくるかということで、サブ課題Ｃと

いうことで実際にユニコーン化するぞというところを個別具体のベンチャー候補、スタートア

ップ候補に資金提供し、サブ課題Ａのインフラ及びサブ課題Ｂというように定義しております

先ほどのデータ中核拠点を基盤とする用途特化型アプリでございます。これを連携することで

実際にＣがどのように早くユニコーン化するかという話を今進めているというようなところで

ございます。 

 特にＣはサブ課題Ａ、Ｂと連携いたしまして、運営法人が自ら、ＰＤ、ＳＰＤ自ら手を動か

すことによりまして伴走支援や用途特化型アプリの開発、そして、スタートアップ化、それぞ

れを加速させるという形を今取り進めているというようなところでございます。 

 これをやはりやる上ではいろんなハードルがございまして、やはり日本のアカデミアからそ

のままいきなりスタートアップが生まれるかというと、生まれません。生まれないので、君の

テーマはこんなにすごいんだよというのをモチベートさせてあげる、ガイドしてあげる必要と

いうのがございまして、通し番号２４ページでございますが、ちょっと私手前みそで恐縮でご

ざいますが、木場道場というのをつくって相当いろいろとたたき込んでいるというところでご

ざいます。これまでこういったメンタリングをしっかりして、がっつりビジネスシナリオも考

えて、ファイナンス戦略も考えて、協業パートナー戦略も考えて、更に開発計画も考えるとい

う仕組みというのがほとんどなかったので、これをいかにエコシステムとして構築していくか

というのが重要かなというように考えている次第でございます。 

 通し番号の２５ページでございますが、特にサブ課題Ｃでは、昨今はＧＸ技術でございます。

我々はクライメットテックというように呼んでおりますが、気候変動対策技術はグローバルで

非常に日本に対する期待値が高まってきております。ここに特に重点的に応募をかけようとい

うことで、今このＧＸ技術というところに特に注力をしている次第でございます。 

 さらに、様々な先ほどのサブ課題ＡやＢの知見をどんどん世の中に発信していこうというこ

とで、このマテリアル分野のスタートアップ情報サイト「マテスタ」というのを開設いたしま

して、とにかくここに来ればマテリアル分野でスタートアップをつくりたい場合は何でも情報

がそろうというポートフォリオサイトをつくって、これは大変好評でございまして、様々な方

が今このサイトにアクセスをして、どのようにスタートアップをつくっていくかというような

ところを今検討しているというようなところでございます。 

 それゆえ、通し番号２７ページでございますが、これは御参考まででございますが、今サブ
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課題Ｃ１として本採択しているテーマは全部で五つございます。いずれもかなり大きなユニコ

ーンになりそうだというようなところでございまして、特にもともとこのプログラムは支援し

ているＳＩＰ及びＢＲＩＤＧＥの資金も活用させていただいておりますが、総額で投資した額、

支援した額以上の額を資金調達せよというのを必達目標という形にしております。 

 すなわち大体１テーマ当たり８億から９億強、１０億弱ぐらいを支援することになっており

まして、この資金を調達する必要がございます。このためには大体８億から９億の資金調達を

するということは、創業者のダイリューションを考えると、少なくとも企業価値として三、四

十億ぐらいの企業価値にする必要がございます。これはシリーズＡファイナンスで日本のベン

チャーという観点では相当なジャンプアップだというように思っておりますが、幸いなことに

３ＤＣという会社は今企業価値５０億円で３０億円の資金調達、大熊ダイヤモンドに至りまし

ては企業価値８０億円で４０億円の調達がこのＳＩＰの支援後に実現できておりまして、両方

ともに用途特化型アプリによる開発の加速を全面的に押し出すことによって、これは早く進む

かもしれないという大きな期待値でございます。 

 あともう一つ、副次的な効果として両者共通して言えるのは国が認めたユニコーン予備軍だ

ぞというのが実は投資家に相当効いているというようなところもございまして、そういった効

果もありまして、特に上の３ＤＣは、もともとは３年で採択してどんどん卒業させるという予

定だったんですが、３ＤＣはもう資金調達もできてしまって開発に一気にめどが立ったので、

もう卒業したいということで、２年で卒業というような事例というのも出てきております。 

 残りの３期についてもかなり今資金調達の前にまず実証や顧客の評価というのがどんどん始

まっておりまして、早速もうお客さんからオーダーが来ちゃったみたいな話というのも結構来

ておりまして、資金調達という観点ではかなり大きな発展が進められるだろうということで、

いずれもこの用途特化型アプリというのがかなり効果として効いているというところかなとい

うように考えている次第でございます。 

 これらの支援を徹底的にサブ課題Ａ側ですることによって、どうやって最初のステップを大

きくさせるかというようなところと、とにかくキーワードはエクイティストーリーでございま

す。ユニコーン及びユニコーン以降になるエクイティストーリーを最初から考える、そして、

最初からグローバル志向で考えるというようなことによってバリューを上げていき、なおかつ

最初から海外志向で海外からの投資家も集めていこうというマインドセットにかなり大きく変

えられたかなというように考えている次第でございます。 

 ２８ページはサブ課題Ｃ２ということでフィージビリティスタディということで、アカデミ
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アのテーマからかなりたたき上げてきたというようなテーマでございます。半年間フィージビ

リティスタディをやって、木場道場でたたきまくって、ダイワのシナリオとしても強いシナリ

オができたというようなところもございまして、かなり大きな成果になってくるのではないか

なというようなところで、既に資金調達額という観点で申し上げましても、現状のもともと想

定をしておりました支援額に対して同等以上の額を調達するということは大体の案件でできそ

うだと。残念ながら一部ちょっとうまくいかないというのもあるんですが、大体の案件でうま

くいきそうだというところと、先ほどのデータ駆動基盤が実際に回り始めているということ、

あと、サブ課題Ａというようなところで実際に知見がたまって、いかにユニコーン化するとい

うところの芽が見えてきているかなというようなところでございます。 

 以上が現状の説明でございます。 

○鈴木議員 木場ＰＤ、ありがとうございました。 

 それでは、御説明いただいた内容に関しまして、まず有識者議員の皆様から御質問や御意見

ございますでしょうか。 

 それでは、佐藤さん。 

○佐藤議員 御説明どうもありがとうございます。 

 非常に重要なプロジェクトだと思います。少々気になる点あるいはもう少し理解を深めたい

点についてお伺いします。最初は木場先生御存じのとおり日本でなぜユニコーンが出ないのか

ということの非常に大きな要因の一つが最初からグローバルマーケットを目指さないから、と

いうことがあると思います。ある程度の規模になるとエグジットしてしまう、売却や上場する、

ということです。ユニコーンを目指していく為にはマーケットとしての国際市場というものに

どうアプローチしていくのか、ということが大事なポイントだと思いますが、それについてど

のようなお考えがあるのかという点が1点目です。それから、海外ＶＣを入れるということは

必要になってきますが、研究されている中身の中には経済安全保障に関わる問題も入ってくる

と思いますので、どこでその点をチェックするのかということが気になります。これが２点目

です。 

 それから、３点目はＳＩＰとしてリスクマネーの供給ということにどこまで絡むのかという

ことです。３０億ぐらいのところまでのアーリーステージであれば、例えばＢＲＩＤＧＥなど

を使いながら政府が支援し、そこから先の８０億ぐらいまで行く時のファイナンスは、自力で

調達するのだということだとすると、実は日本でユニコーンが育たない二つ目の要因につなが

る訳ですが、エンジェル投資家が潤沢にいる訳ではないので、そこで頓挫してしまうケースも
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結構あります。この点でのガイダンスも何らかの形でやってあげないと、なかなかユニコーン

は育たないと思いますが、木場先生がずっと御覧になっていてこの点はどのように感じておら

れるのかということです。 

 ４番目に要素技術というところでですが、マーケットに入っていく時には必ず製造工程のア

レンジメントがすごく大事になってくると考えられます。実はここが日本の強みでもあると思

うんですが、そこをどうコーディネートしていかれるつもりなのかについてご意見があればお

聞かせ下さい。よろしくお願いいたします。 

○木場ＰＤ まず、最初の御質問の海外マーケットをどのように考えているのかというような

ことに関しては、既に幾つかの案件については海外での上場を想定した方がより海外資金を獲

得できるだろうということで、もう創業の段階から海外志向というような会社もございます。

一方で、例えばダイヤモンドデバイスのスタートアップですと、次の御質問の経済安全保障の

関連にもかかってくるんですが、果たして海外上場することによって敵対的買収に遭った場合

にどうなるのかという問題がございまして、ここはうまく調整をしながらのところでございま

す。 

 一方で、例えば大熊ダイヤモンドデバイスの場合ですと、今かなり防衛分野に非常に力が入

って引き合いも多く出てきているというようなところもございまして、防衛装備庁さんがかな

り力を入れてくださって、西側諸国で日本の要素技術をどんどん輸出していこうということで、

かなりヨーロッパを中心にダイヤモンドデバイスの引き合いというのが物すごく強く来ており

ます。実際の今世界でダイヤモンドデバイスがここまでのレベルでできているというような会

社は一つもございませんで、その点で言うと、国に守られながら経済安全保障上の問題を解決

しつつ海外を展開するというのも一つの手かなというように考えている次第でございます。 

 あと、経済安全保障の観点はおっしゃるとおりでございまして、少なくとも今これはおっし

ゃるとおりエコシステム側、今エコシステムの中核拠点というのをつくろうというように計画

しているんですが、ここでかなり見極めていく必要があるかなというように思っております。

今我々ＵＭＩという会社ではどういうことをやっているかというと、これをそのまま導入しよ

うかなと思っているんですが、相当ＬＰに誰が入っているかですとか、なかなか情報として取

りにくいところではあるんですが、要は中国の金が混ざっていないかですとか、そこの部分は

かなりケアをするようにしております。アメリカの顔をして中国の金だったというケースが非

常に多うございまして、特にエレクトロニクス分野ですとかなりそういうものが多うございま

す。 
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 なので、そういった点で言うと、ある程度海外投資家を入れつつ、どういう海外投資家を入

れていくのかというのを戦略的に、基本的には上場時にネームのいい機関投資家が入ってくだ

さるような方がシリーズＡぐらいで入る。我々のＵＭＩとしての経験で申し上げますと、こう

いったクロスボーダーディールをやる日本のＶＣがすごく少ないので、余り周りに聞いても教

えてくれないので、我々の経験でしかないというところは恐縮なんですが、シリーズＡファイ

ナンスぐらいでないとファーイーストのスタートアップなんかに入れる人はいなくて、シリー

ズＡで１０Ｘ以上、願わくば２０Ｘを目指せるというようなところを入れてあげて、その後、

機関投資家につなげるというのが理想かなというように考えております。 

○佐藤議員 その検討プロセスの中で経済外交的な、いわゆる経済安全保障に関して、政府側

から何らかのガイダンスがあって、これはここを気を付けて欲しいというような示唆があるの

でしょうか？少なくとも木場先生のところでそれをある程度斟酌しながら進めるということに

なっているのでしょうか？ 

○木場ＰＤ 残念ながら私の理解では、政府レベルではそこまでのディテールのところには多

分なっていません。というのもＬＰというのは見えないことが多いので、余り海外籍であれば

何でも海外の金、中国は気にしないといけないよぐらいのレベルのところで、今のような個別

各論の話のところまでケアができているかというと、日本のＶＣも含めて余りやれていないん

じゃないかなという感じはいたします。そこは確かに論点かなというように思っていまして、

特に大熊ダイヤモンドみたいなのが中国の資本が入ってきて吸われちゃったとかあり得ないの

で、ここはかなり気を付けてきたところでございます。 

○佐藤議員 気が付いたときには遅いということがよくあるので、もう少し政府の政策的なイ

ンボルブメントみたいなのが当初からあると方向感が定まって、多分木場先生としてもやりや

すい部分が出てくるのかなと思います。 

○木場ＰＤ ありがとうございます。 

 ３番目のリスクマネーに関しては、今先生御指摘いただきましたそのとおりでございまして、

それゆえに一方でアカデミア側、事業化支援部門側でどこまでできるかという話もございまし

て、ページをお戻りいただきまして、通し番号２２なのでございますが、一応ＳＩＰでの取組

の領域というのは企業価値、企業のフェーズに合わせて第１から第６、ユニコーンとしてＩＰ

Ｏをし、更に大きくなるというようなところまでの形態を６形態に分けまして、この第４形態

までのところをアカデミアの事業化支援部門が道筋をつけてあげようということにしておりま

す。 



－13－ 

 一方で、確かに第５形態とか第６形態でどこまでできるのかという話はあるんですが、当然

エクイティストーリーづくりというようなところでございますとか、特にＳＩＰのマテリアル

課題の評価委員の先生方から強く言われているのが、やはり第１から第４だけやればいいとい

う話になってしまうとその先が続かないので、いかに第１から第２ぐらいの段階からグローバ

ル投資家という視点をちゃんと見極め続けるか、長いコミュニケーションをいかにしていくか

というようなところで、このエクイティストーリー掛ける長い時間をかけた機関投資家とのコ

ミュニケーションというのをこのエコシステム側で構築していこうというように試みておりま

す。 

 あと、最後の御質問でございますが、要素技術のところでございますね。強いマニファクチ

ャリングのところでございますね。これは今正にこれもエコシステム側でやっているというよ

うなところでございまして、おっしゃるとおりでございまして、マテリアル評価委員の方々か

らもこれをつくれるのかみたいな話をすごく強く言われます。それゆえ、これもこれまでのプ

ラクティスに基づいて、幸いなことに元気なシニアのＯＢが今あふれているというような状況

でございますので、この人たちを積極的に採用しまくって運営側として投入するということを

やっております。なので、これをベンチャー側に任せちゃうとカルチャーギャップで大体うま

くいかないので、あえて運営側としてモニターという観点でシニア人材を投入し、例えば生産

技術人材を入れてみたりですとか、製造に詳しい人材を入れたり、あるいはビジネス面に強い

人材を入れたりということをすることで運営側でガバナンスを取るという形を取っております。

こういった機能がエコシステム側にも必要だなというように今は考えている次第でございます。 

○鈴木議員 それでは、波多野さん。 

○波多野議員 ありがとうございます。 

  大企業の新事業というのがちょうど２００億から３００億の売上げでそれに相当するとい

うことでしたが、ユニコーンがもちろん最終的な目標だとは思いますが、産業界、マテリアル

産業は日本が強いところでございますので、Ｍ＆Ａの可能性ももちろんあると思います。また

課題もあると思いますが、その辺をどうお考えかということが１点目。 

 ２点目はデータ駆動というところが非常に強みだと理解しました。データの蓄積は、ＳＩＰ

１、２の成果であるということでＣＳＴＩとしてはうれしく感じますが、１８ページに示すよ

うに課題もあると思います。このマップの中で今回プラクティスとしておやりになられて、ど

の辺がのデータが不足していて、データ駆動度して必要なデータの質や種類、さらには情報系

の専門分野の方が参画したほうがよいか、など課題感を教えていただければと思います。 
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○木場ＰＤ 御質問ありがとうございます。 

 まず１点目の大企業のＭ＆Ａによる可能性でございますが、これは私としても非常に興味を

持っているところなんですが、期待をしているというようなところなのでございますが、今こ

のクラスの企業のＭ＆Ａの場合、割と論点になってくるのが本日の日経の記事にもなっており

ますが、のれんの償却負担が非常に重いというような問題がございまして、どうしても日本の

会計基準を採用している会社さんが日本の素材・化学メーカーは多いので、イファースにすれ

ばいいんですが、ここでしないので、してくれよという感じなんですが、ここでかなりハード

ルになってしまうというようなところが正直多うございます。どちらかというと、今我々が取

ろうとしている戦略は、もともとＳＩＰでもそうだったんですが、カーブアウトしちゃいなさ

いよと。なので、いっそカーブアウトして他人の金を使って、連結で自分の事業にしつつ、い

かにスピードアップするか、要はこの仕組みを使ってスタートアップができたんだから、あな

たたちにできないことはないでしょうということで、むしろカーブアウトを促すという方向が

産業を発展させるという観点ではいいのかなというように考えております。 

 あと、２点目のデータ駆動に関しては御指摘のとおりまだ課題だらけでございます。具体的

に言うと、正直な話を申し上げると、様々なデータ拠点にあるデータそのものに対しては余り

意味がなかったというようなところがございまして、どちらかというとアルゴリズムでござい

ます。重要なのは当然のことなんですが、データそのものよりもそのデータを今まで扱ってき

た知見ですとかアルゴリズム、これが非常に重要でございまして、どういうふうにデータを処

理していくかというようなところがまず一つ重要だったということが気付きですので、実際に

使おうとする場合はスタートアップのデータを新たに入れなければいけません。ただ、スター

トアップのデータを逆に入れることによってこのアルゴリズムが生きてくるというようなとこ

ろがございますので、その点はスタートアップ側にもっとたくさん使わせるというようなとこ

ろが結構重要かなと思っています。 

 もう一つの重要な論点が、結局これも特にマテリアル課題の評価委員でも議論になったんで

すが、我々が日々課題に感じているところなんですが、結局データを集めることが主になって

いるデータ基盤が多いので、データを集めることありきになっちゃっているんですね。ところ

が、我々は使いたいありきなので、どういうふうにやったらこれを使えるかというビジネス側

が理解できて、このビジネスを進めるに当たってどういうデータ駆動基盤を組み合わせればい

いかということを考えつける人がいません。今これは誰がやっているかというと、ＰＤとＳＰ

Ｄがみんなで議論して、それでこことこことここを組み合わせようみたいなことをしているん
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です。このレベルのことをその下のレベルでできますかという話をすると、なかなか難しいと

いうのがあって、これをどうやって仕組み化していくかというようなところは今正に検討して、

課題として今進めているというようなところでございます。 

○波多野議員 ありがとうございます。 

 今おっしゃったことは医療データもそうで、医療データは全国の医療現場にございますが、

なかなかそれがビジネスにならないというのと同じです。その課題に必要な人材はどういう人

材なんですかね。そういう人材を大学でも育てないといけないと思うんですが。 

○木場ＰＤ テクノロジーが好きでビジネスが分かる方ですね、端的に申し上げると。 

○波多野議員 なるほど。 

○木場ＰＤ 結局両方必要だと思っています。今このＳＩＰの基盤では２人の要素を置こうと

いうように考えております。まずはビジネス側がよく理解でき、どういう要素技術が必要かと

いうことの定義ができる人、ただ、この人にどのデータ基盤をつなげればいいかというところ

まで求めるのは結構酷なので、これを受けて度のデータ基盤をつなげればいいかというデータ

基盤のピックアップする窓口の人、この２人の組合せというのをつくるということが一定程度

仕組み化につながるのではないかというように考えております。 

○波多野議員 ありがとうございます。 

○鈴木議員 ほかに御質問、御意見等ございますか。アドバイザーの方々からでも結構でござ

います。 

 では、梶原さん。 

○梶原議員 スタートアップを起こすに当たってのマインドセットを変えていくことに取り組

まれていますが、採択された大学あるいは機関でやっていることはＳＩＰが始まる前から動い

ていたのをＳＩＰによってブーストできていることなのかということを伺いたいのが１点。先

ほどデータ基盤の話がありましたが、データ基盤はどれを使えばいいかというのを考えるには

必ず介在する人がいないとうまくいかないのが今の現状の様子ですが、それをどのように今後

解決されていくのか、見込みですとか、実際にここで採択されている機関の人たちは、具体的

にそこまではなかなか難しいということでしょうか。 

 先ほど用途特化型のアプリという表現をされていましたが、それが全体を含めて、アルゴリ

ズムも含めてのアプリなのかどうか、どの程度汎用的でほかの展開にも使えるようになってい

るのかということを教えてください。 

○木場ＰＤ まず、最初の御質問に関しては比較的ＳＩＰの前から検討段階にあったというも
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のが多いです。余りアーリーフェーズのものは採択していないというようなところもございま

して、基本は一定程度進んでいるということで、その点でいうとほかの補助金を取られて研究

を進めたというものが多うございます。 

 ２点目に関しては、汎用性は余りないというように思っております。どちらかというとスタ

ートアップに特化したものをつくるというようなところでございます。ただ、基盤は汎用性が

あるので、この基盤を活用してスタートアップ用に何か上に乗っけてあげるモジュールをつく

るというようなイメージでございます。それゆえにスタートアップにはちゃんと金を払えと。

金がなければストックオプションでもよいと。ただ、かかるコスト分ぐらいは現金を払えとい

うような仕組みを今構築しております。 

○梶原議員 ありがとうございます。 

○鈴木議員 よろしいですか。 

 それでは、本日のガバニングボードの公開議題はここまでとさせていただきます。 


